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概
要

　

2
0
1
2
年
3
月
1
日
、2
日
、東
日
本
大
震

災
か
ら
1
周
年
を
ま
も
な
く
迎
え
る
日
本
の
東
京

に
て
、第
22
回 

ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会

（
A
C
E
C
C
）理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

A
C
E
C
C
は
、ア
ジ
ア
域
内
の
持
続
可
能
な

社
会
資
本
の
整
備
と
発
展
を
目
的
と
し
て
、加
盟

各
国
の
土
木
関
連
学
協
会
が
協
力
し
て
学
術
・
技

術
面
の
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

1
9
9
9
年
9
月
に
発
足
し
た
組
織
で
あ
る
。現

時
点
で
の
加
盟
国
は
、日
本
、ア
メ
リ
カ
、フ
ィ
リ
ピ

ン
、台
湾
、韓
国
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
、モ
ン

ゴ
ル
、イ
ン
ド
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
10
ヵ
国
と
な
っ
て
い

る
、土
木
学
会
は
、A
C
E
C
C
発
足
当
時
か
ら
の

主
要
学
会
の
一
つ
と
し
て
同
組
織
を
先
導
し
て
き

た
。現
在
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、タ
イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、バ
ン

グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
な
ど
も
加
盟
に
興
味
を
示
し
て
い

る
。な
お
、今
回
、開
催
さ
れ
た
A
C
E
C
C
理
事

会
は
、A
C
E
C
C
の
組
織
上
、最
高
議
決
機
関
で

あ
り
、年
に
1
〜
2
回
の
頻
度
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

理
事
会
は
、公
益
社
団
法
人　

地
盤
工
学
会　

大
会
議
室
を
利
用
し
て
開
催
さ
れ
た
。3
月
1
日

は
、技
術
委
員
会（
T
C
）の
進
捗
報
告
や
新
規
委

員
会
の
承
認
を
目
的
と
し
た
技
術
調
整
委
員
会

（
T
C
C
M
）と
A
C
E
C
C
の
活
動
の
詳
細
を

議
論
す
る
企
画
委
員
会（
P
C
M
）が
開
催
さ
れ
、

3
月
2
日
は
、山
本
卓
朗
土
木
学
会
会
長
参
加
の

も
と
、各
加
盟
国
代
表
に
よ
る
理
事
会
が
開
催
さ

れ
た
。初
日
の
会
議
の
冒
頭
、地
盤
工
学
会
長
で
あ

る
日
下
部
治
氏（
茨
城
高
専
）が
、A
C
E
C
C
の

初
代
事
務
局
長
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、地
盤
工
学

会
と
し
て
の
歓
迎
の
挨
拶
と
と
も
に
、震
災
後
に
地

盤
工
学
会
か
ら
出
版
さ
れ
た『
地
震
時
に
お
け
る

地
盤
災
害
の
課
題
と
対
策　

2
0
1
1
年
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
と
提
言
』の
英
語
版
と
英
文
論

文
集（Soils and F

oundations

）が
、各

A
C
E
C
C
加
盟
国
に
配
布
さ
れ
た
。今
回
の
理

事
会
に
は
、土
木
学
会
か
ら
、担
当
委
員
会
委
員
長

の
堀
越
の
ほ
か
、A
C
E
C
C
日
本
代
表
の
住
吉

幸
彦
氏（
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）、山
口
栄
輝

副
委
員
長（
九
州
工
業
大
学
）、鳥
居
雅
之
幹
事
長

（
西
松
建
設
）、中
野
雅
章
幹
事（
日
本
工
営
）の
ほ

か
、石
井
弓
夫
元
土
木
学
会
長
、上
田
多
門
国
際

委
員
長
ら
も
参
加
し
た
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、今
回
の
理
事
会
は
、

A
C
E
C
C
常
設
事
務
局
の
土
木
学
会
へ
の
招
致

の
観
点
か
ら
、土
木
学
会
の
国
際
活
動
と
し
て
重

要
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、

A
C
E
C
C
担
当
委
員
会
の
み
な
ら
ず
、土
木
学

会
国
際
関
連
部
門
総
力
を
あ
げ
て
の
開
催
で
あ
っ

た
。

　

さ
ら
に
、最
終
日
の
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
に
は
、土

木
学
会
合
唱
団「
シ
ビ
ル
・
ク
ワ
イ
ア
ー
」に
よ
る

素
晴
ら
し
い
歌
声
も
披
露
さ
れ
盛
大
な
催
し
と

な
っ
た
。

　

以
下
で
は
、第
22
回
A
C
E
C
C
理
事
会
で
の

審
議
・
決
定
事
項
を
報
告
す
る
。

第
6
回
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議

（
6
th 

C
E
C
A
R
）

　

A
C
E
C
C
で
は
、3
年
に
一
度
、ア
ジ
ア
域
内

の
産
官
学
の
技
術
者
が
一
堂
に
会
し
て
討
論
し
成

果
を
世
界
に
発
信
す
る
、ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際

会
議（C

E
C
A
R

：C
iv
il E

n
g
in
eerin

g 

Conference in the A
sian Region

）を
開
催

し
て
い
る
。次
回
、第
6
回
大
会
は
、2
0
1
3
年
8

月
20
日
〜
23
日
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開

催
さ
れ
る（
土
木
学
会
で
は
、2
0
0
1
年
に
第
2

回
大
会
を
東
京
で
開
催
し
約
7
5
0
名
の
参
加

者
を
得
て
い
る
）。C
E
C
A
R
は
、個
々
の
学
術

分
野
を
対
象
に
開
催
さ
れ
る
通
常
の
国
際
会
議
と

は
異
な
り
、以
下
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

① 

扱
う
テ
ー
マ
が
土
木
と
い
う
切
り
口
の
も
と
、社

会
イ
ン
フ
ラ
が
関
与
す
る
分
野
全
般
と
な
っ
て
お

り
、分
野
横
断
的
な
議
論
を
重
要
視
し
て
い
る
。

② 

学
術
面
だ
け
で
な
く
産
業
界
や
官
界
か
ら
の
主

要
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、産
官
学
全
体
で
ア
ジ
ア

域
内
の
持
続
可
能
な
社
会
資
本
の
あ
り
方
を

議
論
す
る
。

③ 

各
A
C
E
C
C
メ
ン
バ
ー
の
学
協
会
長
が
一
堂

に
会
し
、学
協
会
ト
ッ
プ
が
直
々
に
今
後
の
持
続

ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会（
A
C
E
C
C
）

第
22
回
理
事
会　

東
京
に
て
開
催

委
員
会
報
告

土
木
学
会
　
A
C
E
C
C 

担
当
委
員
会 

委
員
長
　

堀
越 

研
一
　（
大
成
建
設
）

写真1　参加者全体写真
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可
能
な
社
会
資
本
の
在
り
方
を
議
論
す
る
。

　

6
th
C
E
C
A
R
に
向
け
た
現
段
階
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、

・ 

ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
締
切
り 

2
0
1
2
年
9
月
3
日
、

・ 

論
文
投
稿
締
切
り 

2
0
1
3
年
1
月
14
日

　

と
な
っ
て
い
る
。会
議
の
詳
細
は
、以
下
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

http://w
w
w
.cecar6.com

/preview
/

　

会
員
各
位
の
積
極
的
な
論
文
投
稿
を
期
待
す

る
次
第
で
あ
る
。 

A
C
E
C
C
賞
募
集

　

A
C
E
C
C
で
は
、C
E
C
A
R
の
場
で
、ア
ジ

ア
域
内
の
技
術
の
発
展
に
貢
献
の
あ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
5
件
と
技
術
者
3
名
に
A
C
E
C
C
賞
を

授
与
し
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
賞
の
評
価
項
目
は
以

下
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
、A
C
E
C
C
加
盟
各
国

か
ら
推
挙
さ
れ
た
技
術
者
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
か

ら
投
票
を
通
し
て
最
終
的
な
受
賞
者
を
決
定
す

る
。

① 「
A
C
E
C
C
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
」（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
表
彰
）

　

・ 

土
木
工
学
の
発
展
へ
の
貢
献
度

　

・ 

当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
た
国
へ
の
貢

献
度

　

・ 

当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ジ
ア
域
内
へ
の
影
響

度
・
有
用
度

② 「
A
C
E
C
C
業
績
賞
」（
技
術
者
個
人
への
表
彰
）

　

・ 
土
木
工
学
の
発
展
へ
の
貢
献
度

　

・ 
国
際
協
力
・
支
援
へ
の
貢
献
度

　

・ 

ア
ジ
ア
域
内
も
し
く
は
A
C
E
C
C
メ
ン

バ
ー
内
へ
の
貢
献
度

　

シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
5
回
大
会
で
は
、土

木
学
会
か
ら
は
中
村
英
夫
氏（
東
京
都
市
大
学　

学
長
）が
A
C
E
C
C
業
績
賞
、Bali B

each 

C
onservation P

roject

（
日
本
工
営
）が

A
C
E
C
C
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

今
回
の
理
事
会
を
通
し
て
、A
C
E
C
C
賞
表
彰

に
関
わ
る
詳
細
が
決
定
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、土
木

学
会
か
ら
推
挙
す
る
技
術
者
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
募

集
す
る
予
定
で
あ
る
。2
0
1
2
年
9
月
末
を
め

ど
に
、土
木
学
会
か
ら
の
応
募
者
を
募
り
、同
11
月

末
ま
で
に
土
木
学
会
か
ら
の
推
挙
者
を

A
C
E
C
C
事
務
局
に
報
告
す
る
。詳
細
は
、土

木
学
会
ウ
ェブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
の
で
参
照
さ
れ

た
い
。

　

な
お
、A
C
E
C
C
各
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
推
挙

は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1
件
、技
術
者
1
人
と
な
っ
て
お

り
、応
募
多
数
の
場
合
は
、A
C
E
C
C
担
当
委

員
会
内
で
厳
正
な
る
投
票
を
実
施
し
決
定
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。 

A
C
E
C
C
常
設
事
務
局
設
立
に
向
け
て

　

現
在
の
A
C
E
C
C
規
定
で
は
、事
務
局
は
ア

ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議（
C
E
C
A
R
）を
開

催
す
る
国
の
学
協
会
に
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、い
わ
ば
、3
年
ご
と
に
持
ち
回

り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。持
ち
回
り
制

を
採
用
し
た
背
景
に
は
、発
展
が
目
覚
し
い

ア
ジ
ア
域
内
の
各
加
盟
国
が
、事
務
局
を

持
ち
回
り
で
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、活
動

意
識
を
高
め
、連
携
の
重
要
性
を
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、

A
C
E
C
C
発
足
後
10
年
以
上
が
経
過

し
、今
後
、A
C
E
C
C
の
活
動
を
、継
続

的
か
つ
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
も
、常
設
事

務
局
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が

大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、土
木
学
会

と
し
て
も
同
事
務
局
招
致
に
向
け
た
活
動

を
進
め
て
き
た
。常
設
事
務
局
の
設
置
に
つ

い
て
は
、ま
ず
、基
本
方
針
、ル
ー
ル
を
明
確

に
す
べ
き
で
あ
る
、と
の
判
断
か
ら
、初
代

事
務
局
長
で
あ
っ
た
日
下
部
治
氏
を
委
員

長
と
し
て
常
設
事
務
局
設
置
委
員
会
が
組

織
さ
れ
、
2
0
1
1
年
12
月
末
に

A
C
E
C
C
規
定
の
改
正
案
を
含
む
意
見

書
を
理
事
会
に
答
申
し
た
。A
C
E
C
C

規
定
改
正
案
の
骨
子
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

① 

常
設
事
務
局
は
、招
致
を
希
望
す
る
学
協
会
の

立
候
補
を
受
け
、理
事
会
で
の
投
票
を
介
し
て

行
わ
れ
る
。た
だ
し
、〝
常
設
〞と
し
な
が
ら
も
6

年
間
の
有
期
を
基
本
と
し
、最
長
3
年
間
の
延

長
が
可
能
で
あ
る
。 

② 

常
設
事
務
局
は
、事
務
局
長
、監
査
役
、管
理
、

書
記
か
ら
な
り
、必
要
に
応
じ
て
副
事
務
局
長

を
設
置
可
能
と
す
る
。

③ 

財
務
委
員
会
を
設
置
し
、A
C
E
C
C
の
財
政

写真2　理事会開催状況

写真3　土木学会合唱団「シビル・クワイアー」による合唱（会議終了後のディナーパーティ）
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運
営
管
理
を
行
う
。

　

今
回
の
理
事
会
の
大
き
な
目
標
は
、上
記
、答
申

書
の
理
事
会
承
認
を
得
て
、常
設
事
務
局
設
置
に

向
け
た
第
1
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。土
木

学
会
と
し
て
は
、理
事
会
で
い
き
な
り
議
論
を
持

ち
出
す
こ
と
を
避
け
、理
事
会
の
前
日
に
メ
ン
バ
ー

各
国
へ
の
周
知
を
目
的
と
し
た
会
合
を
開
催
し

た
。議
論
の
中
心
は
、常
設
事
務
局
の
設
置
期
間
、

招
致
し
た
学
協
会
に
お
け
る
予
算
措
置
の
あ
り

方
、
お
よ
び
、
A
C
E
C
C
財
務
委
員
会

（
F
C
M
）の
設
置
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。理
事

会
で
の
議
論
の
結
果
、常
設
事
務
局
設
置
に
関
す

る
A
C
E
C
C
規
定
改
定
案
の
骨
子
は
承
認
さ

れ
、今
後
、細
部
の
修
正
を
経
て
、以
下
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
常
設
事
務
局
担
当
学
協
会
の
立
候
補

受
付
、投
票
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・ 

2
0
1
2
年
3
月
31
日

を
め
ど
に
現
事
務
局（
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
土
木
構
造
工

学
会
）が
常
設
事
務
局

招
致
希
望
学
協
会
を
公

募
・ 

2
0
1
2
年
6
月
30
日

に
常
設
事
務
局
招
致
応

募
締
切
り

・ 
2
0
1
2
年
9
月
22
日
、

マ
ニ
ラ
で
開
催
予
定
の
第

23
回
理
事
会
に
て
投
票

を
行
い
、常
設
事
務
局
設

置
学
協
会
と
事
務
局
長

を
決
定
。

・ 

2
0
1
3
年
8
月
開
催

の
6
th 

C
E
C
A
R
開

催
後
か
ら
、常
設
事
務
局

の
運
営
を
開
始
。

　

以
上
、述
べ
た
よ
う
に
、

A
C
E
C
C
は
常
設
事
務

局
設
置
に
向
け
て
大
き
な

舵
を
と
っ
た
。今
後
、土
木
学

会
と
し
て
、予
算
を
含
む
招

致
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

新
た
な
技
術
委
員
会
の
設
置

　

個
々
の
技
術
面
に
お
け
る
交
流
は
、技
術
委
員
会

（
T
C
）を
介
し
て
行
わ
れ
る
。土
木
学
会
が
関
与

し
て
活
動
を
進
め
る
技
術
委
員
会
は
、以
下
の
三
つ

と
な
っ
て
い
る
。

① 

ア
ジ
ア
域
内
に
お
け
る
鉄
道
の
更
新
・
延
伸
に

関
す
る
技
術
委
員
会（
土
木
学
会
担
当
）（
委
員

長
：
奥
村
文
直
氏（
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
））

② 

河
川
環
境
管
理
と
河
川
修
復
の
最
新
技
術
に

関
す
る
技
術
委
員
会（
土
木
学
会
と
大
韓
土
木

学
会
が
担
当
）（
委
員
長
：
和
田
一
範
氏（
国
総

研
））

③ 

ア
ジ
ア
太
平
洋
域
の
国
々
に
お
け
る
都
市
交
通

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
I
T
S
に
関
す
る
技

術
委
員
会（
土
木
学
会
と
中
国
土
木
水
利
工
程

学
会（
台
湾
）担
当
）（
委
員
長
：
牧
野
浩
志
氏

（
東
大
生
産
技
術
研
究
所
）、幹
事
：
上
條
俊
介

氏（
東
大
生
産
技
術
研
究
所
））

　

こ
れ
ら
の
技
術
委
員
会
の
参
画
に
興
味
が
あ
る

会
員
諸
氏
は
、A
C
E
C
C
担
当
委
員
会　

事
務

局（
土
木
学
会　

国
際
室
）ま
で
連
絡
い
た
だ
き
た

い
。被

災
地
の
視
察

　

理
事
会
終
了
後
の
3
月
3
日
、
4
日
、

A
C
E
C
C
理
事
会
参
加
者
か
ら
希
望
者
を
募

り
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
視
察
し
た
。そ
れ

に
先
立
っ
て
、前
日
の
3
月
2
日
、東
日
本
大
震
災

の
被
災
に
関
わ
る
講
演
を
、菊
池
喜
昭
氏（
港
湾
空

港
技
術
研
究
所
）、田
村
敬
一
氏（
土
木
研
究
所
）、

井
澤
淳
氏（
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
）の
3
氏
に

お
願
い
し
た
。主
旨
は
、震
災
に
関
わ
る
最
新
の
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
、お
よ
び
視
察
に
先
立
っ
て
、

可
能
な
限
り
の
事
前
情
報
を
付
与
す
る
こ
と
に
あ

る
。

　

3
月
3
日
、4
日
の
視
察
は
、期
間
が
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、仙
台
ま
で
新
幹
線
で
出
向
い
た

後
、貸
切
バ
ス
を
利
用
し
て
、女
川
町
、石
巻
市
、塩

釜
港
、仙
台
空
港
、名
取
市
閖
上
、東
北
新
幹
線
高

架
橋（
長
町
付
近
）な
ど
を
回
っ
た
。A
C
E
C
C

参
加
メ
ン
バ
ー
は
、雪
が
積
も
る
平
原
が
、か
つ
て
、

市
街
地
、住
宅
密
集
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、改

め
て
今
回
の
災
害
の
甚
大
さ
を
認
識
す
る
と
と
も

に
、そ
こ
で
、復
興
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

被
災
地
の
方
々
に
心
の
底
か
ら
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
っ
た
。な
お
、今
回
の
視
察
に
際
し
、東

北
大
学　

大
学
院
生
の
金
鍾
官
氏
に
同
行
し
て
い

た
だ
き
、現
地
で
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

第
22
回
理
事
会
の
開
催
に
際
し
、公
益
社
団
法

人 

地
盤
工
学
会
か
ら
多
大
な
協
力
を
得
る
と
と

も
に
、A
C
E
C
C
担
当
委
員
会
メ
ン
バ
ー
各
位
、

技
術
委
員
会
に
関
わ
る
皆
さ
ま
方
か
ら
、多
大
な

協
力
を
い
た
だ
き
成
功
裡
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。ま
た
、会
議
運
営
費
用
の
一
部
な
ら
び
に

被
災
地
視
察
費
用
を
公
益
信
託
土
木
学
会
学
術

交
流
基
金
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
た
。関
係
各

位
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

　

な
お
、次
回
、第
23
回
理
事
会
は
、2
0
1
2
年

9
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
に
て
開
催
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

写真4　被災地の視察、仙台空港にて
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2
0
1
1
年
11
月
23
日
と
24
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
い
て
、土
木
学
会
建
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
委
員
会
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
工
学
会
、イ
ン
ド
ネ

シ
ア
公
共
事
業
省
建
設
開
発
庁
、バ
ン
ド
ン
工
科
大

学
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。今
回

は
、公
共
調
達
方
式
に
焦
点
を
当
て
、日
イ
両
国
の

公
共
調
達
方
式
の
現
状
、問
題
、そ
れ
ぞ
れ
の
解
決

方
策
を
共
有
し
、特
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
公
共
調
達

の
将
来
像
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

初
日
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、ホ
テ
ル
日
航
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

開
催
し
た
。出
席
者
は
83
名
で
あ
り
、バ
ン
ド
ン
工

科
大
学
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
るRizal T

am
in

教
授
の
挨
拶
で
始
ま
っ

た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、3
件
の
基
調
講
演
と
2
件
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
に
よ
る
構
成
と
し
た
。

　

午
前
中
の
基
調
講
演
で
は
、公
共
調
達
庁
法
的

対
応
・
苦
情
処
理
部
副
長
官
のD

jam
aludin 

A
bubakar

氏
が
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
公
共
調
達
シ
ス

テ
ム
の
ロ
ー
ド
マッ
プ
と
題
し
て
、シ
ス
テ
ム
構
築
の
歴

史
と
現
状
に
つい
て
講
演
を
行
っ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
で
は
、公
共
調
達
改
革
の

方
向
性
と
枠
組
み
を
検
討
し
た
。渡
邊
が
座
長
を

務
め
、五
艘
隆
志
氏（
高
知
工
科
大
学
准
教
授
）が

日
本
の
民
間
企
業
の
技
術
力
向
上
の
課
題
を
紹
介

し
、J
I
C
A
専
門
家
の
池
田
裕
二
氏
が
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
建
設
工
事
の
品
質
確
保
の
課
題
を
述
べ
た
。

そ
れ
を
受
け
る
形
で
、Dew

i Larasati

氏（
当
時　

高
知
工
科
大
学
助
手
、現
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
講
師
）

が
、同
国
の
品
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
構
想
を
提
案
し

た
。Larasati

氏
の
提
案
シ
ス
テ
ム
は
、日
本
の
テ
ク

リ
ス
・
コ
リ
ン
ズ
も
参
考
に
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独

自
の
工
事
実
績
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、過
去
の

施
工
実
績
を
当
該
工
事
入
札
に
反
映
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
技
術
者
か
ら
高
い
関
心

を
呼
ん
だ
。

　

午
後
は
、小
澤
一
雅
氏（
東
京
大
学
教
授
・
建
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
委
員
長
）が「
日
本
の
公
共

調
達
改
革
の
経
験
と
挑
戦
」
を
、Bam

bang 

Goeritno

氏（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
公
共
事
業
省
建
設
開

発
庁
長
官
）が「
工
事
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
の
た
め
の

法
制
度
制
定
と
決
意
」と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

小
澤
委
員
長
の
講
演
に
は
、公
共
調
達
だ
け
で
な

く
、大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
数
多
く
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、印
象
的
な
講
演
と
なっ
た（
写
真
1
）。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、 T
am
in

教
授
の

座
長
の
下
、社
会
基
盤
施
設
執
行
を
改
善
す
る
た

め
の
法
的
枠
組
み
、組
織
、情
報
シ
ス
テ
ム
の
役
割
に

つ
い
て
検
討
し
た
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
4
人
の
パ
ネ
リ

ス
ト
か
ら
は
、建
設
企
業
へ
の
認
証
付
与
方
式
、

O
D
A
事
業
執
行
過
程
、大
学
で
の
土
木
教
育
等

に
根
本
的
問
題
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。渡

邊
は
、建
設
企
業
へ
の
認
証
付
与
方
式
を
改
善
す

る
た
め
に
、日
本
の
J
A
C
I
C
の
テ
ク
リ
ス
・
コ
リ

ン
ズ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
参
考
に
な
る
の
で
は
、と

の
提
案
を
行
っ
た
。

　

二
日
目
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
公
共
事
業

省
で
行
っ
た
。出
席
者
が
12
名
と
小
規
模
で
あ
っ
た

が
、バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
副
学
長
のPuti Farida

氏

か
ら
、海
外
J
V
労
務
管
理
に
関
す
る
知
見
を
紹

介
し
て
い
た
だ
い
た
後
、参
加
者
全
員
で
共
同
研
究

の
可
能
性
等
に
つい
て
討
議
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、小
澤
委
員
長
か
ら
、「
両
国
間
で
共
同
研

究
を
実
施
す
る
な
ど
、互
い
の
協
力
の
幅
を
広
げ
て

い
く
た
め
に
も
、第

2
回
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
い
」と

の
提
案
で
幕
を
閉

じ
た
。

　

今
回
は
多
く
の

成
果
が
あ
っ
た
。第

一
は
、お
互
い
の
公

共
調
達
改
善
の
成

果
・
課
題
を
真
摯

に
見
つ
め
、共
有
で

き
た
こ
と
、第
二

は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
お
い
て
も
公
共
工
事
品
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
急
務
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
、第
三
は
、

そ
の
た
め
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、過
去
の
工
事
成

績
・
実
績
を
次
回
入
札
に
反
映
す
る
日
本
の「
循

環
シ
ス
テ
ム
」と
建
設
情
報
シ
ス
テ
ム
が
有
効
で
あ

る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
、第
四
は
、こ
の
分
野
に

お
い
て
、日
イ
両
国
の
共
同
研
究
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
合
意
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る（
写
真
2
）。

　

セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
数
日
後
に
、カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
に

あ
る
第
二
マハ
カ
ム
橋
が
、補
修
中
に
突
然
崩
落
し
、

人
命
が
失
わ
れ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
た
。今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
が
、日
イ
両
国
の
公
共
工
事
品
質
保

証
シ
ス
テ
ム
、さ
ら
に
は
執
行
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
つ

な
が
る
こ
と
を
願
って
や
ま
な
い
。

　

な
お
、本
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
は
、公
益
信
託
土

木
学
会
学
術
交
流
基
金
に
よ
る
助
成
を
受
け
、実

施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。ま
た
、バ
ン
ド
ン
工
科
大
学

の
皆
さ
ま
に
は
数
多
く
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
っ

た
。こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
公
共
調
達
シ
ス
テ
ム
の
枠
組
み
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
」が
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
る

委
員
会
報
告

土
木
学
会
　
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会 

国
際
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
小
委
員
会 

小
委
員
長
　

渡
邊 

法
美
　（
高
知
工
科
大
学
）

写真2　再会を約束して

写真1　質問に答える小澤委員長


